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様式第２号（第５条関係） 

 

審 議 会 等 会 議 録 

発言者 会議のてん末・概要 

１ 開 会 

司会（関口企画

政策課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中市長 

 

 

榎本委員 

 

司会（関口企画

政策課長） 

 

 皆様、こんにちは。定刻になりましたので、ただいまから第２回久喜市総合

教育会議を開会させていただきます。 

 それでは、早速会議に入らせていただきたいと思いますが、本会議の公開、

傍聴、会議録作成のための録音、また会議録の作成及び公表につきましては、

前回ご確認をさせていただいておりますので、前回と同様の取り扱いをさせて

いただきたいと思いますので、皆様のご了解をお願いしたいと存じます。 

 次に、会議録に署名する構成員につきましては、市長及び市長が指名する１

名の構成員が署名するものとしておりますことから、市長から会議録の署名委

員の指名をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

それでは、会議録の署名について私から指名させていただきます。 

 本日の会議録の署名は、榎本委員にお願いいたします。 

 

はい。 

  

ありがとうございました。 

 それでは、本日の会議録の署名につきましては、田中市長と榎本委員にお願

いいたします。よろしくお願いします。 

２ 市長あいさつ 

司会（関口企画

政策課長） 

 

田中市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、続きまして田中市長からご挨拶をいただきたいと存じます。よろ

しくお願いします。 

 

 皆さん、こんにちは。本日は、第２回目の総合教育会議ということになるわ

けでございます。お忙しい中、委員の皆様にはご出席いただきましてありがと

うございます。日ごろ本市の教育行政の推進につきましては、お力添えいただ

き、まことにありがとうございます。 

 さて、６月に第１回総合教育会議を開催したところでございますけれども、

そのときには新たな会議ということもございまして、本会議の運営要綱あるい

は久喜市教育大綱の策定をしていただいたところでございます。 

 本日は第２回目ということでございますので、実質的な議論に入っていきた

いと思っておりまして、お手元に事前に配付させていただいております、（１）

から（３）についてご協議をいただき、その中で特に（３）の「久喜市の教育

の進むべき方向性」につきましては、教育委員としてのご意見を、あるいは教
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司会（関口企画

政策課長） 

育に対する思いといいましょうか、それぞれの今までの委員さんとしての思い

もおありになると思いますので、自由にご発言をいただけましたらと存じてお

りますので、忌憚のないご意見をいただければと存じておるわけでございま

す。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 ありがとうございました。 

３ 教育長あいさつ 

司会（関口企画

政策課長） 

 

柿沼教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会（関口企画

政策課長） 

それでは、続きまして柿沼教育長よりご挨拶いただきたいと存じます。よろ

しくお願いします。 

 

 皆様、こんにちは。先般、田中市長から第２回の久喜市総合教育会議の開催

ということでご案内をいただきまして、本日は教育委員の皆様と出席をさせて

いただきました。 

 また、田中市長におかれましては、日ごろより教育への深いご理解とご支援

をいただいておりますことに、教育委員会を代表いたしまして、心より厚く御

礼を申し上げます。 

 さて、本日予定されております協議・調整事項につきましては、教育行政に

おける重点施策の進捗状況と、来年度の主要事業の案についてのご説明、また

「久喜市の教育の進むべき方向性」について、意見交換が行われることとなっ

ております。特に、意見交換につきましては、総合教育会議の設置の趣旨であ

ります久喜市の教育の課題やあるべき姿を、田中市長と私ども教育委員会が共

有するという点からも、大変意義あるものと考えております。 

 本日は、私どもが日ごろより考えております教育に対する事柄について、そ

れぞれに忌憚のない意見を述べさせていただきますが、今後の教育行政のさら

なる充実、発展に生かす意見交換となりますことを期待しておりますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 結びに、本日の会議が実り多きものとなることを期待いたしまて、簡単でご

ざいますが、教育委員会を代表しての挨拶とさせていただきます。 

 本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。  

 

 ありがとうございました。 

４ 協議・調整事項 

司会（関口企画

政策課長） 

 

続きまして配付資料の確認をさせていただきます。事前に郵送をさせていた

だいておりますが、まず第２回久喜市総合教育会議の次第、資料１といたしま

して「久喜 No.１宣言」の教育委員会に係る部分の進捗状況、資料２といたし
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司会（関口企画

政策課長） 

まして教育に係る来年度の主要事業（案）、以上次第を含めまして３点でござ

いますが、お手元にございますでしょうか。 

 

          〔「はい」と言う人あり〕 

 

 ありがとうございます。 

４ 協議・調整事項 （１）「久喜 No.１宣言」の教育委員会に係る部分の進捗状況について 

司会（関口企画

政策課長） 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関根教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、次第の４、協議・調整事項に入らせていただきたいと思います。 

 久喜市総合教育会議運営要綱第３条の規定によりまして、総合教育会議は市

長が招集し、その議長となると定めております。このようなことから、田中市

長に議長をお願いいたします。なお、議長として会議を進行していただきます

が、あわせて協議・調整にも加わっていただきたいと存じます。 

 それでは、田中市長、よろしくお願いします。 

 

 それでは、ここから私が議長として協議・調整を進めさせていただきます。 

 では、次第の４、協議・調整事項に入ります。 

 まず、（１）、「久喜 No.１宣言」の教育委員会に係る部分の進捗状況につ

いてでございます。 

 この「久喜 No.１宣言」というのは、既にご案内のことと存じますけども、

昨年の私の市長選挙の折に、市民の皆さん方にお約束をした、当時からいいま

すと向こう４年間の私の思いといいましょうか、平たく言えば公約でございま

して、既に市民の皆さんはもちろんでありますけども、議会等々にも公表させ

ていただいているものでございます。その中の教育委員会に係る部分の進捗状

況につきまして、事務局より説明をお願いしたいと思います。 

 お願いします。 

 

 教育部長の関根でございます。 

 それでは、「久喜 No.１宣言」の教育委員会に係る部分の進捗状況につきま

して、事務局から説明をさせていただきます。着座にて失礼いたします。 

 お手元の資料１をごらんいただきたいと存じます。田中市長のまちづくり重

点施策であります「久喜 No.１宣言」の教育委員会に係る事業につきましては、

全部で１０事業ございまして、本年９月末現在の進捗状況をまとめたものでご

ざいます。大変恐縮ではございますが、この中の主な事業について説明をさせ

ていただきます。 

 まず初めに、資料の１ページ、左から５番目の欄、事業番号２及び３の「小

・中学校空調設備整備事業」でございます。こちらにつきましては、現在現地

調査や学校との調整等を重ねてまいりまして作成をいたしました実施設計、こ
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田中議長 

 

 

ちらを踏まえまして、１０年間のリース契約による発注の準備を進めてまいり

ました。１０月に受注業者が決定をし、１１月から設置工事を進め、２８年６

月から一斉稼動を予定しております。なお、設置数でございますが、小学校２

３校で４９４室、６１５台、中学校１１校で２６３室、３７３台、合計７５７

室、９８８台となってございます。 

 次に、事業番号４の「小中学校タブレット端末導入事業」でございます。こ

ちらは、今年度から３カ年で全小中学校に導入する予定となってございます。

今年度は、小学校７校と中学校４校の計１１校に、タブレット端末と周辺機器

の設置並びにシステム設定を行いまして、１０月より運用を開始してございま

す。 

平成２８年度に、小学校８校、中学校３校、計１１校、平成２９年度に、小

学校８校、中学校４校、計１２校に導入をし、全ての小中学校に導入が完了す

る予定です。 

 次に、事業番号６、「小・中学校等防犯カメラ設置事業」でございます。こ

ちらにつきましては、現地調査や学校との調整等を行い、実施設計を行ったと

ころでございます。 

今後の予定といたしましては、１２月中旬に設置工事の請負契約を締結し、

今年度中に工事を完了させる予定でございます。カメラの設置台数につきまし

ては、小学校２３校で８８台、中学校１１校で３８台、幼稚園１園で４台、合

計１３０台の設置を予定してございます。 

 続きまして、資料２ページの、事業番号１０、「（仮称）久喜マラソン大会

事業」でございます。こちらにつきましては、久喜マラソン大会実行委員会が

設立をされ、来年の３月１３日の日曜日に開催することが決定をしておりま

す。現在は、実行委員会内に６つの専門部会を設置し、開催に向けて鋭意準備

を進めているところでございます。 

大会の概要でございますが、スタートとゴール地点であります久喜総合運動

公園を会場といたしまして、ハーフの部、定員３，０００人、３キロの部、定

員１，０００人、２キロの部、定員８００人、親子の部、定員１００組２００

人、４種目の定員合計いたしまして５，０００人規模での開催となってござい

ます。名称につきましても（仮称）が外れまして、「久喜マラソン大会」と正

式に決まってございます。また、愛称につきましても、公募を行いまして、１

２５件の応募作品の中から「よろこびのまちマラソン」が選考され、決定した

ところでございます。 

 説明は以上でございます。 

 

 ただいま事務局から「久喜 No.１宣言」につきまして進捗状況の説明がござ

いました。４点についてお話があったわけですけれども、それぞれいかがでし

ょうか、ご質問あったら、お伺いしたいと思います。 
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田中議長 

 

鹿児島委員 

 

 

 

 

 

 

末田指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

末田指導課長 

 

田中議長 

 

 

 

田中議長 

 

 

榎本委員 

 

 

 

関根教育部長 

 

 鹿児島委員さん。 

 

 事業番号の４番ですけども、小中学校タブレット端末導入事業、情報教育の

重要性に鑑みて非常にいい施策だと思います。この間学校訪問して研究発表

で、もう使っていました。だが、まだ導入したばかりなので、使い方がよくわ

からないような先生方もいました。やむを得ないのですけど、ぜひこれを先生

方、教職員の研修ですね、効果的な使い方の研修は今後どういうふうに進めて

いくのか、お伺いしたいと思います。 

 

 指導課長の末田でございます。タブレットの活用の仕方につきましては、本

年度一部の学校でございますけども、導入が完了しました。１０月ということ

で、まだ導入されたばかりですけれども、各学校でそれぞれこれから使用に向

けて研修に取り組んでいるところです。 

特に、まず第１段階としまして、教育委員会の指導課情報教育推進係の職員

が、学校を訪問しまして、有効な活用の仕方について指導しております。 

また、それと同時に各学校で、まず先生方に使っていただくと、いろんな教

科で使っていただくことが第一、その後にそれぞれ有効な活用の仕方について

はまた協議するということで進めております。現段階としましては情報教育推

進係の職員が学校に出向きまして、それぞれ有効な使用の仕方について指導し

ているところでございます。 

 

 １１校のうち全てに設置されたのですか。まだ未設置はありますか。 

 

 １０月で、今年度予定の学校につきましては全て設置しました。 

 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

          〔「なし」と言う人あり〕 

 

 それでは、ほかの事項でいかがでしょうか。 

 榎本委員さん。 

 

 久喜マラソンについてなんですけれども、募集が１１月から始まったと思い

ますが、出足のほうと、あとは川内選手のほうの当日参加の確実性というのは

どうでしょうか。 

 

 今の応募の状況でございます。今朝の状況でございますが、全体で約１，３
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榎本委員 

 

関根教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

 

 

 

 

 

 

柿沼教育長 

 

 

 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

００弱の応募をいただいております。順調に申し込みをいただいていると考え

ております。 

 川内選手につきましては私どもとしてはお願いをしておりまして、予定には

組み込んでいただいているところですけども、お願いしているという状況でご

ざいます。 

 

 わかりました。 

 

 今現在、一般の方が、１，０００弱というところになっていました。インタ

ーネットを通じてほとんどの方が応募しているという状況でございます。その

ほかに郵便振り込みという形もありますが、全体から見ますと、ほとんどがイ

ンターネットでの応募をいただいているというようなところでございます。そ

ういうことから、インターネット環境が整っている方が多いのかというふうに

思っていますが、この大会のパンフレット、ポスターにつきましては、いろん

なところに張らせていただいているということもありまして、皆さんにある程

度市内においては周知ができているのかと思っていますが、さらにいろんな機

会見つけまして、この大会の周知のほうにこれからも努めていきたいというふ

うに考えております。 

 

 きのうのさいたまマラソンもそうですけども、世界記録保持者のような人を

呼ぶのは難しいけれども、スポーツですから、レベルの高さというのはやっぱ

り求められると思います。 

そうなると、ハーフであっても例えば大学の陸上部とか、そういうところに

声をかけないと、我々の年代が幾らやりますって言っても、そんな３時間も４

時間もかかるようなことでいいのかという気がします。だから、速い人は速い

で、ある程度のレベルの選手そろえないといけないなと思っています。 

 

 過日平成国際大学の駅伝部にお願いをして、今年、箱根は出られませんけど

も、かなりの実力があるので、２０キロちょっとというのは、ちょうど箱根の

距離なので、監督としては走らせたいと聞いていますが、ちょうど当日近隣で

もう一つあります。 

 

 もう一つはどこですか。 

 

 羽生市とぶつかっています。 

 

 今までも羽生に出ていますよね。 

 



 - 7 - 

柿沼教育長 

 

 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

柿沼教育長 

 

 

田中議長 

 

榎本委員 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

田中議長 

 

 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 出ているみたいですね。お願いをやっぱりされているみたいで、でも協力を

したいというお話はいただいております。もう少し大学を広げられるところが

あればお願いをしてみようかと思っています。 

 

 高校とか、いろんなところに声をかけてもいいのでは。 

 

 はい。 

 

 日本工業大学には陸上部はないのでしょうか。 

 

 聞かないです。 

 

 東京国際はどうでしょうか。 

 

 川越ですので、お願いはしてみたいところです。 

東京国際は来年１月の、箱根に初出場で出るそうです。 

 

 東京国際ですか。 

 

 東京国際は坂戸ではないですか。 

 

 坂戸ですか。 

 

 野球では、監督が鷲宮なんか来ていました。 

 

 余り遠いところはお願いできないけれども、近隣でそういう関係に声かけて

いただいて、一方ではちょっとレベルが高くて、一方では親子マラソンあって

面白いけれども、余り歩いているのか走っているのか分からないようでは。 

 

 競技としての魅力がないと、これから人を呼べなくなるので。 

 

 そうですね。 

 

 足りない場合は、教育委員会で選抜して走ってもらうことも考えられる。 

 

 川内選手に頑張ってもらいたい。 

 

 １２月６日次第だと思います。 
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柿沼教育長 

 

関根教育部長 

 

 

 

 

田中議長 

 

 

柿沼教育長 

 

 

 

関根教育部長 

 

 

田中議長 

 

 

 

田中議長 

 

 そうですね。 

 

 川内選手もいますんで、一人だけ速いというわけにもやっぱりいかないです

から、川内選手に協力していただく意味でも、やっぱり速い選手も中には入っ

てもらわないと、一人で独走というわけにもいかないと思いますので、その辺

教育委員会としても努力したいと思っています。 

 

 熊谷マラソンでは、当たり前だけど、２時間半台のフルで記録を持っている

と断トツで、話にならない。 

 

 ２時間のものを１時間で戻ってきますので。 

 一方で、やはりボランティアの方もお願いをたくさんしますので、いろんな

団体からどれぐらい出すのかという声をいただいています。 

 

 今その辺も調整していまして、団体さんにお願いする割り振りとかというの

をやっているところです。 

 

 ほかはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

          〔「はい」と言う人あり〕 

 

 それでは、「久喜 No.１宣言」につきましては以上で終了させていただきま

して、次に参ります。 

４ 協議・調整事項 （２）教育に係る来年度の主要事業（案）について 

田中議長 

 

 

関根教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育に係る来年度の主要事業について、（案）ということになりますけども、

それではお願いします。 

 

 それでは、教育に係る来年度の主要事業（案）について説明をさせていただ

きます。 

 お手元の資料２をごらんいただきたいと思います。教育委員会が所管する事

業のうち、主要事業ということで１１の事業を掲載させていただきました。な

お、現在平成２８年度当初予算案の編成作業を行っている段階でございまし

て、現段階の案ということで事業の概要を説明させていただきます。主な内容

について説明をさせていただきます。 

 まず初めに、事業番号１、「青葉小学校プール改築事業」でございます。こ

ちらは、老朽化した青葉小学校のプールを改築するため、今年度に実施設計を

行い、改築工事を実施するものでございまして、平成２８年度と平成２９年度



 - 9 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

 

鹿児島委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の２カ年で工事を予定してございます。 

 次に、事業番号４、「英語教育指導事業」でございます。こちらは、市内の

小中学校に外国語指導助手を派遣するものでございまして、１５名の外国語指

導助手を年間を通して派遣するものでございます。さらに、各小学校に年３回

を基本とし、指導員の派遣をいたします。 

 次に、事業番号７、「コミュニティ・スクール導入促進事業」でございます。

こちらは、現在導入に向けて準備を進めている太東中学校、太田小学校及び久

喜東小学校に、来年度地域の方々と構成をする「学校運営協議会」を設置する

ものでございます。 

 次に、事業番号１１、「市指定文化財『八雲神社の山車行事』調査事業」で

ございます。こちらは、提燈祭りとして親しまれております、市指定無形民俗

文化財の「八雲神社の山車行事」を記録、保存するために調査を行うものでご

ざいます。２８年度は祭礼とはやしの基礎的な調査を予定しているところでご

ざいます。 

 説明は以上でございます。 

 

 いかがでしょうか。ご意見伺いたいと存じます。 

 どうぞ、鹿児島委員さん。 

 

 ４番、英語教育指導事業ですね。１５名のＡＬＴですか、年間を通じて派遣

します。今グローバル化に伴って英語教育の重要性を指摘されていて、本市で

も力を入れていまして、イングリッシュキャンプなんか、あれは非常にいいな

と思いますが、このＡＬＴですけども、特に小学校ですね。小学校は今度英語

が教科になります。それで今も英語活動ということで、英語になれ親しむとい

うような事業を、５年生と６年生が週１回やっていますが、英語の免許持って

いない小学校の先生がやるわけです。 

その辺に課題がありますが、それでネイティブでやるＡＬＴなんかを入れ

て、ぜひ一緒にやったり、それからこの非常勤講師ですか、年３回程度ってち

ょっと少ないような気がしますが、ぜひその辺のＡＬＴは年間を通じて小学校

に派遣しますって、どのくらい派遣されているのかですね。 

それから、その非常勤講師の年３回をもうちょっと増やすことが可能なのか

どうか。 

それから、加えて小学校の先生方は一旦そういうレールに乗ると一生懸命や

ります。でも、初めてのことだと躊躇するから、みんな英語はそれぞれ大学ま

でやっているので、大丈夫ですということで研修ですね、小学校の先生の。い

つもＡＬＴに任せ切りだと、毎回来るわけでもないので、その辺のところを教

育委員会としては、どういうふうに事務局は考えているのでしょうか。 
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柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

柿沼教育長 

 

 

鹿児島委員 

 

柿沼教育長 

 

 

 

 

鹿児島委員 

 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

鹿児島委員 

 

 

 

 ＡＬＴは、基本的には全部の授業に小学校は来ています。 

 

 全部ですか。 

 

 全部の授業に来ていますが、外国語活動の授業は全てＡＬＴです。 

今、時間数のお話あったように週１時間だけですので、十分です。 

 

 週１時間は今行っているのですか。 

 

 全部行っています。それプラス３年生、４年生、１年生、２年生も年に１０

回から２０回ぐらいでしょうか、ＡＬＴの授業を入れています。 

だから、今の時点では今度授業時間が何時間ぐらいになるかによって、また

それは検討し直さなければなりません。 

 

 結局のところ、英語を導入するのは結構だけれども、その条件整備が課題に

なっている。 

 

 そういうことですよね。 

 

 現場の小学校の先生方がうまくできるように、それを配慮してやればいいな

と思います。 

 

 教科になるのはいつからですか。 

 

 ２０２０年からです。 

 

 次回の学習指導要領からです。 

 

 オリンピックに併せてですか。 

 

 はい、オリンピックの年に合わせて教科になります。 

 

 資格を持っていない人が、点数をつけることになる。 

 

 それでいろいろ問題というか、それで専門の研修を文科省としてはそういう

研修をやりますとか、専門性を高めますとか言っているけれども、本当はもう

国でそういうのを配置してもらえばと思いますが、久喜なんかは結構手厚くや

っているほうです。 
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柿沼教育長 

 

 

 

鹿児島委員 

 

 

 

柿沼教育長 

 

 

 

 

 

鹿児島委員 

 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

 

 

田中議長 

 

鹿児島委員 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

 

 

田中議長 

 

 

鹿児島委員 

 

 久喜市内は本当におかげさまで、ＡＬＴがみんな入っていますので、特に小

学校のときに発音をきちんとしないと、耳を、聞く力をつけないとならないと

よく言われています。 

 

 最近小学校でやっていて、うまくいっていなくて英語嫌いができているとい

う、余りよくないそういう調査結果もあります。だから、そのやり方ね、最初

はみんな喜んでやっています。 

 

 それから、２つ目の非常勤講師、日本人の英語の指導者ですが、おかげさま

で今久喜市内のＡＬＴはほとんど日本語も堪能です。だから、余りそういう間

を取り持つ指導助手がいなくても今のところ大丈夫なので、ほとんど日本語が

できないＡＬＴが来ると困りますけど、そういう方でないので、時間的に余り

多くはないです。 

 

 小学校でやる英語の時間に、みんなＡＬＴが張りついているということであ

れば基本的にいいと思います。 

 

 そうです。 

 

 ホームルームティーチャーの小学校の担任の技量ですが、おんぶに抱っこで

全部任せて、ずっと続けられるわけないので、その辺の検討も必要と考えてい

る。 

 

 小学校の先生も大変ですね。 

 

 大変です。 

 

 もう何でもやらなくてはなりません。 

 

 だから大変ですよ。パニックになっている年配の先生の中には、小学校は英

語がないと思って小学校の先生になったのに、今さら英語ですかと、食ってか

かる年配の先生もいました。 

 

 小学校卒業するまでに、英語はどの程度のレベルを目標にしているのでしょ

うか。 

 

 英検３級程度です。 
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田中議長 

 

鹿児島委員 

 

 

 

 

 

 

柿沼教育長 

 

 

鹿児島委員 

 

 

 

田中議長 

 

鹿児島委員 

 

 

柿沼教育長 

 

 

田中議長 

 

 

 

鹿児島委員 

 

 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

鹿児島委員 

 

 英検３級というと。 

 

 小学校卒業するときは、英語になれ親しむということで、今までは英検何級

ではなくて、中学校の前倒しではなく英語の語感やリズムに慣れるという内容

でした。 

しかし、教科になるからそれでいいのか、そうすると小学校でやったことを

また中学校でやったり、ダブることもあるから、その辺がなかなか課題が多い

状況です。 

 

 今は基本的には単語やスペルを覚えたり、日常会話みたいなことなどは、や

らないのです。 

 

 ただ、それが教科になると、今度は文字の指導も入ってきます。 

 そういうことをうまくやらないと、英語嫌というのが速い段階で出てきてし

まいます。 

 

 逆効果になってしまいますね。 

 

 うまく行っているほうが多いですが、識者にもそういうふうに言う方もいる

ということですね。 

 

 今の小学校の英語は、小学生のほとんどが好きです。一応アンケートしても、

調査しても、嫌いじゃないです。 

 

 ＡＬＴの人の顔見ただけで好きになるというところあるのでしょうね。 

 だけど、実際の２０２０年のときの小学校の英語の教育はこういうものだと

いうのはできていないのですか。 

 

 はい。新しい学習指導要領がまだ示されていませんから、今審議会で文科省

がそういうのでいろいろ研究や審議中ではないでしょうか。 

しかし、やることはもう決まっています。 

 

 今度教科書ができます。 

 

 教科になったら大きな問題ですね。 

 

 大きな問題です。評点もつけ、評価をしなければならない。 
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柿沼教育長 

 

 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

 

 

田中議長 

 

 

 

坪井委員 

 

 

 

 

末田指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本当はもっと教員の養成とか、そういうのをしてからでしょうけど、間に合

わないですね。 

国のほうが、もうオリンピックに、ともかくオリンピックと急ぐので。 

 

 近隣の韓国に差をつけられましたから。 

 

 財界もみんな要望性が強いので。 

 

 しかし、久喜はＡＬＴが現場に十分配置されているということが、今の教育

長の話で分かりましたが、それで小学校の現場への配慮を今後もやってもらえ

ばと思います。 

 

 はい。ありがとうございます。 

 ほかにご意見いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

 

 ７番のコミュニティ・スクール導入促進事業ですけれども、地域の方々と構

成する運営協議会を設置するとありますけれども、どんな方が構成メンバーに

なって、この運営協議会はどんな事業なり目的なりで設置されるのでしょう

か。 

 

 まず、この運営協議会の構成メンバー、委員ということでございますけれど

も、委員さんにつきましては学校の保護者、ＰＴＡですね、それから地域の方

で学校の教育活動にご理解をしていただいて、日ごろから協力をしていただい

ている方、あと場合によりましたらこの地域とともにある学校づくりを進める

上での学識経験者の方が地域にいらっしゃれば、そういう方、元学校の職員で

も考えられますけども、そういう学識経験者の方をもって構成する予定でござ

います。 

 この学校、コミュニティ・スクール、つまり地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の中で定められておりますものでお話ししますと、学校運営協議会

を設置する、その学校をコミュニティ・スクールとして指定するということに

なっております。 

 その学校運営協議会の目的でございますけれども、今まではどちらかといえ

ば例えば多くの小学校にも地域の方、学校応援団という形で多くの地域の方の

支援をいただきながら教育活動が進められております。大きな効果を得ている

ところです。 

本県におきましても、学校応援団、各小中学校に、全部の学校に設置されて
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田中議長 

 

坪井委員 

 

末田指導課長 

 

 

 

 

 

坪井委員 

 

田中議長 

 

 

鹿児島委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いるという状況です。 

ただ、これからは単なる学校の求めに応じて学校のお手伝いをする、全国的

な名前でいいますと、学校支援地域本部という名称で今までは学校応援団につ

いては呼ばれていたのですけれども、それをこれは正式な名称ではないのです

けれども、学校共同本部、要するにともにその学校をつくっていくというふう

な発想でこの運営協議会を設置するということです。 

具体的には、その学校の課題について校長とともに考え、そして新たな解決

に向けての策を熟議しまして、それに向けて進めていくということを話し合っ

ていただく。そして、できれば久喜市ではそれに協力をしていただけるような、

そういう組織をつくっていければというふうに今のところは考えております。 

 

坪井委員さん。 

 

 学校側では、校長先生とか教職員が入るのですか。 

 

 当然その最初のところで、この目的の中に学校運営に係る基本方針を承認す

るというのがこの学校運営協議会の中の目的でございます。ということもござ

います。そして、ともに学校をつくるということですので、校長並びに学校職

員もこの運営協議会の中に入っていただいて、ともに学校をつくっていくとい

うような形で協議、そして運営をしていくというふうに考えております。 

 

 わかりました。 

 

 ほかにいかがですか。 

 鹿児島委員さん。 

 

 コミュニティ・スクールですけども、地域の住民とか保護者が学校にかかわ

るということで、これは共同の学校づくりということで非常に意義があると思

います。 

今、本市でも太東中学校区で、やっていますけども、非常にこれ方向として

いいと思います。ただ、今まで法律では運営協議会の権限に、１つは校長が定

める学校運営の基本方針を承認する。 

それから、学校運営についての意見を述べる。問題は３つめの人事に対して

意見を述べることができるというのがあるのですね。これが今まではネックに

なっていて、あの先生はよくないから担任かえてくれとか、そういうことにな

っちゃっては困るので、広がらなかった原因の一つですね。 

 最近これが文科省のこの間の説明では、このことはちょっと今さらに弾力的

に運用するように、今検討中ですというふうにこの前出ていました。教育委員
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田中議長 

 

 

 

鹿児島委員 

 

柿沼教育長 

 

 

 

 

鹿児島委員 

 

 

 

田中議長 

 

鹿児島委員 

 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

 

 

会連合会の冊子に。 

それはなぜかというと、中教審の審議会でコミュニティ協議会を盛んに言っ

ていた慶応大学の金子先生が、これは広がらないので、この３つめの人事に関

して意見を云々というのは、これはちょっとやめてもいいのではないか、とい

う発言した経緯があるのですね。それで、文科省はちょっと困ってしまって、

それで検討事項になっていて、これは弾力的にということになっているので、

その辺になってくると、もっとこう一気に広まると思います。いずれにしても

人だと思います。これは人。これが成功するかどうかというのは、コミュニテ

ィ・スクールの、どんな方に運営協議会の委員に入ってもらうか、そういうふ

うにぜひその辺のところを地域によって違うので、そういうのを考慮に入れて

いただくと成功すると思いますね。最後は人だと思います。 

 

 地域の人の選び方ですよね。承認されないと学校運営ができないみたいなこ

とになるというふうにも読めるので、人事なんかとんでもないと考えておりま

す。 

 

 市長にそうおっしゃっていただくと学校はありがたいです。 

 

 今までいろんなところで始まっているところもたくさんあるけども、人事に

関して問題になるということはまずないそうです。 

私が聞く範囲では。担任をかえろというのは、別に協議会がなくてもある話

ですから、全くないわけではないです。 

 

 教育長はそう言っているけど、実際確かにやってみるとうまくいっていると

ころはそういうのが出てこないらしいです。だけども、うまくいかないところ

もあるから、その辺ですね。 

 

 校長かえろとかという話になっても困りますね。 

 

 そこまで実際出たところはないかもしれないけども、でも東京都の例なんか

でうまくいっていないところもあるのです。 

 

 この件に関しては、埼玉県は全体としては遅れているのでしょう。 

 

 はい、全く埼玉県はほとんどのところが後ろ向きなので、全く手を出さない。

だから、文科省が県に要請に来ても、県自体も余り今熱心でないのですが、世

の中の流れが今変わってきているので、関心を持っている市町村はあるようで

す。 
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田中議長 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

 

柿沼教育長 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

 

鹿児島委員 

 

 

 

 先行してやっている学校は県内に幾つあるのですか。 

 

 ３校あります。 

 

 ４校目になるのですか。 

 

 久喜市では３校ありますから、３つ増えます。 

 

 それを３つと計算するのですか。 

 

 そうです。 

 

 そうすると、何校もやっているのではないですか。 

 

 そうです。 

 

 西のほうが進んでいるのですか。 

 

 西のほうがはるかに進んでいます。 

 

 でも、余り広がらなかった経緯があります。 

国は熱心なのですが。 

 

 やはり地域と学校とのかかわりが今までは一方通行なのです。 

それを双方向で一緒にというところの意味がこのコミュニティ・スクールに

はあって、今まで一方的に何々お願いしたいとか、何々をやってほしいとかと

いうお願いだけして、その部分だけしてもらっていたけども、今度は地域の方

にも責任を持ってもらいたいという部分もこれにはあります。 

 

 責任は難しいですね。 

 

 地域で子供を育てるということに関して、一緒に考えていきましょうという

ことです。 

 

 意義はあるのです。だけど、やり方ですよ。ただ、日本的な土壌にちょっと

というところがあるから、地域によって違うからだと思いますが、チャレンジ

する意味はあると思います。 
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田中議長 

 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

末田指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

 

 

 

 

関根教育部長 

 

 

田中議長 

 

関根教育部長 

 

 

 今度の久喜のコミュニティ・スクールも、試行錯誤しながらということにな

るのでしょうか。 

 

 そうですね。 

 

 もう人選は行っていますか。 

 

 来年度学校運営協議会を設置して、コミュニティ・スクール指定するという

ことで、本年度この３小中学校には準備委員会を持ちまして、既に準備委員会

を現段階では３回開いております。その中で人選等についても、どうあるべき

か、ただいま委員さんがご心配されていたように、学校を批判するような、そ

ういう組織になっては困りますし、学校をつくっていけるような組織になれる

ようにということで、人選等についても準備委員会のほうで検討をしていただ

いているところでございます。 

 

 あくまで将来を担う子供たちの健全育成のために、どうしたらいいかという

ことを学校や地域の人たちが知恵を出し合うということが本旨でしょうから、

お互いに傷つけ合ったらしようがない。 

 このコミュニティ・スクールの関係については、これからもその都度お話に

出てくると思いますが、今日はこの辺りにしたいと思いますが、よろしいでし

ょうか。 

 

          〔「はい」と言う人あり〕 

 

 ほかにいかがですか。 

 ７番の山車、お祭りの関係ですけど、祭礼調査と７地区とお囃子の調査７地

区、祭礼調査は、そのほか山車と人形の調査をすると書いてありますけども、

どのように行うのですか。 

最初の祭礼調査（７地区）とは、歴史的なことという意味ですか。 

 

 これは、地元で聞き取りをするということですけども、今までの保存会など

への聞き取り調査を考えています。 

 

 歴史的な経過というのでしょうか。 

 

 はい。 
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田中議長 

 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

 

 

 

 

 

 

関根教育部長 

 

榎本委員 

 

田中議長 

 

 

 

関根教育部長 

 

田中議長 

 

 

関根教育部長 

 調査するのに言うのもなんだけど、久喜の場合は、お囃子もそうだけど似て

います。似ているというよりも同じです。 

 

 町内ごとですか。 

 

 お囃子は同じです。流れは、みんな蓮田の平野の方です。 

だから、高崎線沿線とこれは全然違います。高崎線沿線、本庄とか熊谷とい

うのはチントンシャンだから、こっちの人が行くと飽きて眠くなってしまう。 

こちらは、みんな同じ喧嘩囃子だから、そういう顕著な違いというのはこっ

ちには全くないのです。 

 久喜市の山車も人形は違いますが、どれか代表的なものを、もしくは新町の

１台と本町の１台位にしてはどうかと思います。 

 

 わかりました。 

 

 高さも一緒ですからね。 

 

 それぞれ特徴があるという山車がないので、新井祭典委員長は全体としてと

言っているのですよ。山車そのものが価値あるものという評価ならない。運行

とか、そういう全体的なことですので。 

 

 わかりました。 

 

 人形は調査をしたことがないので、やってもいいと思いますが、発注する前

にもう一回考えたほうがいいと思います。 

 

 わかりました。 

４ 協議・調整事項 （３）久喜市の教育の進むべき方向性について（意見交換） 

田中議長 

 

 

 

 

 

鹿児島委員 

 

 

 

それでは、時間の関係で（３）に参ります。久喜市の教育の進むべき方向性

について、これについて意見交換ということでございますが、時間も大分押し

てきてしまいましたが、それぞれ４人の委員さんから思うところをお話してい

ただければということで、こういった項目を今日作ったわけでございます。 

 それでは、鹿児島委員さんからよろしいですか。 

 

 私、教育というのは子供を生かすことなので、子供が今日は学校へ行って楽

しかったなと、明日は何があるかなと登校を楽しみにするという学校づくりと

いうのが求められるのかと、義務教育ですからそれなりの基礎学力をつけて、

いわゆる子供が将来に夢を描けるような、こういうふうになりたいというもの
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田中議長 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島委員 

 

田中議長 

 

を生み出せるような、そういうのができたらいいなと常々思っています。 

 それとせっかく市長がいらっしゃるので、この前ちょっと上内小で話題にな

った統廃合の件ですけども、少子化で子供の数が減っていますよね。それで、

特に江面第二小の場合、市長よくよくご存じですけども、６０名で、それで４

年生は６名ですか、５年生９名ということで１桁ですね。学校はいろいろ工夫

してやっているので、教育委員会も配慮していますが、それで特色ある学校づ

くりはできているけれども、ただ子供のことを考えた場合に、やっぱり教育と

いうのは集団の中で切磋琢磨してやるのが義務教育のベースですから、１桁で

このままでどうだろうかなと思うわけです。だから、子供のことを本当に考え

た場合には近い将来、そういう学校の統廃合というのも視野に入れていく時期

に来ているのかと。母校がなくなるという、そういう憂える意見があることも

よくよく承知ですけども、今いる子供が１桁になっちゃっていてどうだろうか

と。 

 その場合小中一貫学校というのを、この学校の統廃合を進める一つの方法と

して、学校教育法が改正されて、改正学校教育法によると２８年から小中一貫

教育を実施する義務教育学校というのができるというのですね。この辺は教育

長が詳しいと思いますが、市町村というか教育委員会の判断で既存の小中学校

などを小中一貫義務教育学校にできるようになったのですね。今、久喜でも一

貫教育やっていますけど、これは一貫連携教育で本当の一貫教育とはまた別で

すね。だから、そういう意味でいわゆる施設一体型の小中一貫の義務教育学校

の創設と統廃合をセットにしてやればいいのかと、そういうふうにすると子供

のためになるのかと思ったりもするわけですけども、江二小は距離的には三箇

小学校が近いのですが、江二小も江一小もあるし清久もありますが、距離的に

は三箇、同じ久喜市内ですけど、そういうことで、そういうのも研究課題とし

てはどうでしょうかということを市長さんに申し上げたいと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 確かに今委員おっしゃったように、全校６０人１学年平均１０人、これも一

番気の毒なのは子供だと思っています。私の耳に入ってくるものとしては、父

兄はもっと何とか考えてほしいと、要するに統合してほしいというような意見

も父兄から、たまに聞くことあります。でも、反対しているのはＯＢです。母

校がなくなるとか、小学校というのはこれ地域のコミュニティの中心的な施設

ですから。 

 

 そうですね。 

 

 学校教育だけじゃないというのはもちろんよく分かるけども、市長、小学校

なくしたらどうする、跡地を何に使う、集うところが何もなくなる、学校教育
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鹿児島委員 

 

田中議長 

 

榎本委員 

 

田中議長 

 

 

鹿児島委員 

 

田中議長 

 

 

柿沼教育長 

 

榎本委員 

 

 

 

鹿児島委員 

 

田中議長 

 

鹿児島委員 

 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

 

田中議長 

 

だけじゃないと、確かにおっしゃる人も中にはいるのですね。難しい問題だと

思いますが、昔は本来江二小に通わなきゃいけない除堀の菖蒲地区に近いとこ

ろの人が、三箇小学校へ行っていたことがあると聞いたことがあります。 

 

 距離的には近いですね。 

 

 榎本委員、そういう話、先輩に聞いたことないですか。 

 

 そこまでは聞いていないですね。 

 

 除堀の久伊豆神社は、氏子みたいな形で、菖蒲地区の人も随分あの神社を利

用していた。そういう昔の人は抵抗感なかったという人もいるのですよね。 

 

 なかったのでしょうね。 

 

 行政区を超えて学校に通学することが許されなくなってきたので、それも無

くなったのでしょうけど。 

 

 三箇村の時代だから。 

 

 そうですね、三箇だから久喜とも接点があったのですが、白岡のほうの大崎

地区の大山小学校のほうにも結構あります。 

だから意外と三箇小がそういう越境の歴史はあるかと思います。 

 

 難しいですよね。 

 

 この問題は、また近々取り上げてご意見を伺うと思います。 

 

 最近そういうのも考えるかということで、この前話題が出たので言ってみま

した。 

 

 小中一貫教育を義務教育でやっているところはあるのですか。 

 

 一番多いのは、地方はもう本当に子供がいなくなってしまったので、やらざ

るを得ない小中一貫校です。 

 

 そういう場合の名称はどうするのですか。 
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柿沼教育長 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

 

 

鹿児島委員 

 

 

 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

柿沼教育長 

 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 今は、○○小中学校です。 

 

 小中学校。 

 

 はい。地域の名前をつけて、例えばここで言えば江面小中学校とか、そうい

うので、真ん中に職員室があって、左側が中学校で右側が小学校、そういう学

校はもう東北とか行くと結構あります。 

 

 学年の区切りも、中１の何とかというギャップという今出ているのは、例え

ば４、３、２とか５、４とかという区切りができます。 

そうすると、かなり一貫でそれで京都なんかはそれで人がいっぱい集まった

場合あります。やることが今注目を集めている。 

 

 校長はダブルですか。 

 

 １人です。 

 

 京都では校長は１人です。 

 

 小中一貫校になると１人ですから、義務教育学校は。 

 

 久喜小中学校小学校１年生となるのですか。 

 

 そうです。 

 

 それ可能ですよね。 

 

 東京はもう作っているところもあります。世田谷区とか財政に余裕が、かな

りゆとりのあるところは。 

 

 財政が豊かなほうがいいの。 

 

 豊かで、しかも統廃合を進めたいというところが、それを利用して実施して

います。 

 

 都内なんて、すぐ見えるところにありますからね。 

 

 はい。だから、新しい学校をつくって、そこに一緒にします。 
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田中議長 

 

柿沼教育長 

 

 

田中議長 

 

柿沼教育長 

 

鹿児島委員 

 

 

榎本委員 

 

柿沼教育長 

 

田中議長 

 

坪井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

 埼玉県内は。 

 

 坂戸で今度作りましたね。これも非常に小さい小学校と中学校を一つにしま

した。 

 

 それは連携じゃなくて一貫ですか。 

 

 一貫校です。 

 

 まだ埼玉県はさほどじゃないでしょう。教育の質を考えると人気が出てきま

す。 

 

 通学範囲が結構広くなりますよね。 

 

 そうなります。 

 

 続いて坪井委員さん、どうぞ。 

 

 この機会ですので、後戻りするような話になってしまうかもしれませんが、

今まで学校訪問とかしていた中で考えていたことを申し上げたいと思います。 

 学校教育を進めるに当たり、学校と家庭、地域が連携してという言葉をよく

聞いておりましたが、私はその基本にはまず先生と児童生徒が元気に挨拶をす

ることから始まると思っています。「おはようございます」から「さようなら」

をするまでの間に、「お願いします」とか「ありがとうございました」など、

人と人とを結びつける温かい言葉があります。これらの言葉をお互いに、元気

に交わすことにより、勉強にも集中でき、学力向上にも結びつくものと考えま

す。既に挨拶運動はほとんどの学校で取り組まれておりますが、学校訪問をし

たりしてみますと、元気のない挨拶をしたりしている学校も見受けられますの

で、久喜市の全小中学校が活気のある元気な挨拶ができるように、お互いに取

り組んでほしいと考えております。 

 それにつけ加えまして、気持ちよく学校生活が送れるように、学校の樹木剪

定や外階段の修繕など、環境整備が必要と思われる学校もありますので、財政

の厳しい状況の中とは思いますが、ぜひその辺の予算の増額にご配慮いただき

たく、お願い申し上げます。 

 以上です。 

 

 挨拶は全ての基本ですので。 
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柿沼教育長 

 

田中議長 

 

 

榎本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 おっしゃるとおりです。 

 

 環境整備は、わかりました。 

 続いて榎本委員さん、どうぞ。 

 

 私も、地域と一体になった学校づくりということで、地域というのがよく皆

さんの中で使われる言葉ですけれども、具体的な地域というのをもう少し教育

委員会なり学校のほうは深く掘り下げてほしいなと思っております。悪いこと

じゃないと思いますが、学校の入学式、卒業式、運動会、その他の行事で地域

と言われる方を私たちも来賓で見渡すと、年配の方がほとんどで、あとは交通

のほうの応援をしてくれたり民生委員さんとか、そういう方がほとんどなので

すね。その方を地域とは皆さんが認識しているかどうかわかんないのですけど

も、私は民間の仕事をしておりまして、狩野君もそうですけど、商工会とか法

人会、今さっき言ったようにお祭りの団体、そういった団体に全て属しており

まして、それも僕らは地域の人間と自負しながら活動をしております。 

 しかしながら、そういう商工会とかお祭り団体、そういったたぐいの団体に

は、学校のほうから一切要請は来たことがないのですね。来るのは、やはりそ

ういった時間のある方と言ったら申しわけないのでしょうけども、そういう方

がほとんどで、でも先ほど言ったそういう商工会、お祭りの団体のほうが、す

ごく自分の子供と直結している話なもんですから、ぜひ学校側のほうは一言そ

ういうところに声をかけていただいて、先生方も大変で、例えば悪さしている

ような子供なんかに、先生は学校の中にほとんどいらっしゃるので、要はそう

じゃないところで、そういう商工会、祭りの連中に常にコンタクトをとれば僕

らも声かけられるし、でも声かけると何かだめなのかなという気持ちも中には

あったりもするので、学校側のほうからぜひお願いしますという承認みたいな

のをいただければ、積極的に声をかけられるようになると思いますので、ぜひ

その地域という範囲をもう少し具体的に広げていただいて、どこの団体にも長

はいますんで、そこに声をかけていただければ長なり副がそういう学校のほう

の集まりのほうには参加をして、またその会のほうで学校から要請がありまし

たと、ぜひじゃ皆さんでという、広がってはいくと思いますので、どんな小さ

い地区でもそういう団体は必ずありますので、ぜひそちらのほうのお声がけ

と。 

 あとは一体となったというところで、要は皆さん大人同士の会話で、大人が

子供を育てるみたいな空気感はあるのですけども、実際の僕は学校のＰＴＡの

役やっているときに、生徒会の生徒というのは一応立候補制ではやっているの

ですけども、中学生になってくると恥ずかしいのもあって、そんなにやりたく

てやっている生徒会の人間というのはいるわけじゃないのですね。ほとんど、
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田中議長 

 

柿沼教育長 

 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

狩野委員 

 

 

 

 

 

 

 

おまえやれよということで、おとなしい子たちの集まりの会みたいな、ちょっ

と成績がよくて、先生受けがいいのじゃないかという、そういう子たちの集ま

りなので、でもその子たちにもすごくストレスがあるのですね。だから、僕ら

はＰＴＡだったので、親と同じ立場ですけども、生徒会の子たちとコミュニケ

ーションというか先生なしの教室で話をといって、先生はちょっと「えっ」と

いう話になっちゃったのですけども、だから生徒から直接、君らはこの学校を

どう思っているのみたいな話をしたら、結構出てくるのです、話が。結構リア

ルな話が出てきました。 

 だから、ぜひ子供を忘れないで学校づくりをしてもらいたいと、子供の意見

をですね、全員から聞くというのも難しいと思うので、例えばこの前やったの

が、僕は野球部出身だったので、野球部の連中と話をしてみたりとか部活単位

でさっき言ったような商工会とか祭り団体、若い連中もいるので、子供もいな

いような二十代のひとり者とかも、そういうやつのほうが年が近いから結構話

せると思うのですね。だから、学校のほうも門戸を開いていただいて、そうい

う年の近くて生徒の生の声を聞いて、それを学校づくりに生かしてほしいなと

いう、型にはめるよりも、ぜひそういった学校づくりをしていただきたいと思

っております。 

 以上です。 

 

 ただいまのご意見につきまして、何か。 

 

 私、確かにいつも学校が地域の方にお願いするというと、区長会あるいは民

生児童委員さん、さっきの朝の立哨していただく交通指導員さんと、大体やっ

ぱりそういうのが、ちょっとある意味そういう一つの区切りを持っちゃってい

るところあるので、今お話聞いていて確かにもう少し柔軟に考えていきたいと

いうふうに思いました。 

 ありがとうございます。 

 

 狩野委員さん、どうぞ。 

 

 私は、スポーツを通して教育、また健全育成を今まで以上に充実させたらい

いのではないかなと思っております。私もスポーツをしてきましたし、今スポ

ーツ少年団にかかわっている者として、もっともっとそのよさを保護者の方で

すとか、子供に理解していただければなと思います。例えばこのスポーツ少年

団に入ったことによって何が得られるかというと、やっぱりやる気ですとか負

けん気ですとか、最後まで諦めない気持ち、また努力することの大切さとか、

またその努力した結果、達成できた喜びですとか競争意識ですとか、また地域

間交流ですね、あと我慢強さ、先ほど坪井委員もおっしゃっていましたけども、
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田中議長 

 

 

柿沼教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中議長 

挨拶、礼儀、その辺がもっともっと多く学べるのではないかなと思います。例

えばもう入団したての子が挨拶できないのですけども、卒団するときには挨拶

が、返事はもちろんですが、挨拶もしっかりできていて、人の目を見て話を聞

くこともできます。 

 今後は、やはり市とか学校、この保護者というのが問題になってくると思う

のですけれども、市、学校、保護者が一体になって、もっともっと理解しても

らって、スポーツ少年団のすばらしさというのをどんどん、どんどん積極的に

アピールしていったらいいのではないかなというふうに私は思っております。 

 以上です。 

 

 どうもありがとうございました。 

 どうぞ、柿沼教育長さんからも。 

 

 私、もう時間が過ぎていますので、きょう教育委員さんからもお話伺いまし

たので、それらを十分これからの教育行政の中に生かしていきたいと。 

 １つだけ、今本当に急速に社会が変化している状況の中にあるので、高齢者

人口が急激にふえるとか、あるいは生産年齢が逆に急激に減少するという、そ

ういう中で、子供たちが将来生きていかなきゃなんないという、そのことをや

っぱり今学校でも先生方と話をしていますが、そういう時代に十分活躍でき

る、そういう子供たち育てていきたいなというのは思いありますので、またこ

ういう機会でいろいろご意見を賜りたいというふうに思います。よろしくお願

いします。 

 ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。限られた時間ということで、若干まだ言い足りな

いということもあったかと思いますけども、本日につきましては以上でこの意

見交換を終わらせていただきます。 

 それと、ただいまいろんなご意見をいただいたわけでございますけれども、

３回目以降、次回以降もいろんなご意見を頂戴したいというふうに思っており

ますが、そのためには次回以降はある意味でのテーマを絞っていろんなご意見

を伺ったほうがいいのかと、そのほうが深く話が進むのかというふうに思いま

すけれども、今後についてはテーマを絞っていくと、場合によってはまたいろ

んなご意見を伺うこともあるという部分もあるでしょうけれども、テーマを絞

ってこれから意見交換をするということでよろしいでしょうか。 

 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

 

 では、特に当面３回目についてでよろしいでしょうかね。 
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鹿児島委員 

 

関口企画政策

課長 

 

田中議長 

 

 

 

 

鹿児島委員 

 

田中議長 

 

鹿児島委員 

 

 

関口企画政策

課長 

 

柿沼教育長 

 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

坪井委員 

 

 

 大体いつごろを予定しているのですか。 

 

 次回は、来年になってしまいますが、５月の下旬以降を予定しております。 

 

 

 一応年２回ということで予定をしておりますので、５月以降ということにな

ります。場合によっては、もっと多ければということは、またそれは検討させ

ていただきますけども、当面年２回ということを予定しておりますが、教育委

員会はまた別にありますから。 

 

 事務局で何かそういうテーマがあるのでしょうか。 

 

 何かありますか。 

 

 こういうことが聞きたいとか、そういうことがあれば、それをちょっとテー

マに提示してもらえば。 

 

 鹿児島委員さんから、事務局でというお話がありましたが、特段事務局で今

持ち合わせているテーマはないので、申しわけございません。 

 

 今お話聞いていると、やっぱり地域と学校とのかかわりが、コミュニティ・

スクールの話がさっきかなりありましたけども、榎本委員さんのお話も、また

坪井委員さんの挨拶の件も、やはり地域と学校という、先生方の社会性みたい

なものがやはり不足している部分があるので、挨拶も十分でない先生もいるか

もしれませんので、ちょっとその辺を少し絞って、またご提示したいと思いま

すが。 

 

 それでは、地域と学校とのかかわり方でしょうか、テーマはおおむねそんな

ことで第３回目は総合教育会議を開催したいということでよろしいでしょう

か。 

 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

 

 ありがとうございます。それではそのようにさせていただきます。 

 

 １つ済みません。 
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田中議長 

 

坪井委員 

 

 

田中議長 

 

坪井委員 

 

 

田中議長 

 

 どうぞ。 

 

 久喜マラソンのことですが、毎年実施する予定で今のところいるのでしょう

か。 

 

 もちろん。 

 

 そうしたときに、その辺の反省と来年度に向かっての話し合いをしたいと思

いましたが、また機会がありましたらお願いします。 

 

 これとは別に教育委員会ももちろんありますから、教育委員会でお願いしま

す。頭越しにこの会議で話し合うのは申しわけないなと思いますので。 

４ 協議・調整事項 （４）その他 

田中議長 

 

山崎企画政策

課課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中議長 

 

 

 

田中議長 

 それでは、（４）、その他ですけども、事務局から。 

 

 それでは、重複する部分もあるかもしれませんが、事務局からご説明させて

いただきます。 

 今後のスケジュールについてですが、総合教育会議につきましては、児童生

徒の生命や身体の保護などといった点から、緊急に開催する用件、こういった

ものがなければ、今年度の開催につきましては本日が一応最後という形になり

ます。 

 来年度の予定になりますけれども、先ほどもお話がありましたが、５月下旬

あるいは６月ごろに第３回目、来年度としては１回目となりますが、開催のほ

うを考えているところでございます。開催の際には、また改めまして皆様にご

案内をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上となります。 

 

 委員の皆様方からはよろしいでしょうか。 

 

          〔「はい」と言う人あり〕 

 

 それでは、本日予定しました協議・調整事項については以上で終了とさせて

いただきます。 

 司会に戻します。 

５ 閉 会 

司会（関口企画

政策課長） 

ありがとうございました。 

次回につきましては当該年度の課題等々及び意見交換として、地域と学校と

のかかわりにつきまして協議・調整をしていただければと思いますので、よろ
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しくお願いします。 

 時期が参りましたら、会議のご案内をさせていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして第２回久喜市総合教育会議を終了させていただ

きます。 

 大変お疲れさまでした。 

 

会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。（注） 
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